第20回学術集会プログラム

11月26日（月曜日）

· 理事会・評議員会
11:00-12:00（理事、評議員の方はお集まりください。）

◎開会挨拶
13:00  　小川　諄　会長

◎一般口演
13:05-14:41
座長：柏村文郎　（帯広畜産大学）

1
騎手用筋力補助装置　－騎乗動作解析とシミュレーションによる腰・膝負担軽減率の検証－


河村泰幸ほか（北海道大学、馬市ドットコム、リープス、モリタ）

2
初心者と経験者の騎乗技術の差を科学する



宮内真人ほか（北九州工業高等専門学校、九州工業大学）

3
馬に乗らなくてもできる馬に乗る人のためのトレーニング



土肥幸広（JRA栗東トレーニングセンター南井厩舎）

4
出生時期の違いが生後2週間の子馬の放牧時行動に与える影響



針谷亜希子ほか（東京農工大学、JRA日高育成牧場、麻布大学、JRA総研）
座長：樋口　徹（NOSAI日高）

5
ウマの消化管運動に対するクエン酸モサプリド、塩酸メトクロプラミドおよびクエン酸シサプリドの影響の比較



山田倫明ほか（帯広畜産大学、岐阜大学）

6
ウマにおける消化管運動機能促進薬クエン酸モサプリドの単回投与後の血中薬物動態



岡村幸一ほか（岐阜大学、帯広畜産大学）

7
ウマにおける13Cフェニルアラニン化合物を用いた呼気試験法の基礎的検討



都築直ほか（帯広畜産大学）
8
サラブレッド消化管から分離されたLactobacillus属とBifidobacterium属のサラブレッドへの投与効果



森田英利 ほか（麻布大学、JRA日高育成牧場、静岡県立大学、ノーザンファーム、




　  クロスフィールドバイオ、競馬共助会）

（休　憩）

◎一般口演
14:50-16:26
座長：佐々木直樹　（帯広畜産大学）

9
Air distention を用いた馬の関節鏡手術



樋口　徹ほか（NOSAI日高　家畜診療センター）

10
ウマの滑液および血清中のcartilage oligomeric matrix protein(COMP)定量のための　　　　　　　　　Sandwich ELISA法の開発


山之口和人ほか（鹿児島大学、社台ホースクリニック）

11
競走馬の前肢浅指屈腱炎に対するトラネキサム酸の治療効果



玉木衛ほか（川崎競馬場獣医師会、東京都獣医師会）

座長：平賀　敦　（JRA競走馬総合研究所）
12
当歳馬の成長に伴う個体間距離および運動量変化　-GPSを用いた親子馬の行動解析-



鈴木千佳ほか（麻布大学、JRA日高育成牧場、東京農工大学）
13
通年屋外飼育馬の季節変化に対する生理的および形態的適応



古村圭子ほか（帯広畜産大学）

14
農用馬の牽引運動時における運動生理学的動態変化について　－運動中心拍数および運動後血中乳酸値－



荒川由紀子ほか（家畜改良センター十勝牧場、JRA日高育成牧場）

15
ハートレイトモニターを利用した馬の一日の熱発生量推定について



川越大樹ほか (帯広畜産大学)
16
軽種馬血漿中ビタミンＫ同族体濃度測定



大場康史ほか（京都大学、JRA日高育成牧場）

◎定時総会
16:30-17:30

●懇親会
17:30-　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　
農学部３号館地下　生協食堂
11月27日（火曜日）

◎シンポジウム
9:00-12:00
　　　　　「ウマ生産技術を考える！」　
【基調講演】

　真のウマ立国を目指して
朝井　洋（JRA日高育成牧場）

レジャーとしての競馬やスポーツとして乗馬をさらに発展させ、国際レベルでの活躍を目指すとき、ウマの生産基盤の整備や管理技術の向上は不可欠である。本シンポジウムでは、ウマ生産を取り巻く現状と各種技術がウマの生産と育成に果たす役割りを紹介し、これからのウマ生産技術のあり方について考える。

【ウマ生産界が目指すモノ】

1．サラブレッド生産の現状
木口明信（JRA生産育成対策部）

日本馬の惨敗で幕を開けた第１回ジャパンカップから四半世紀が経過したが、近年、わが国生産馬の資質は、海外Ｇ１競走における活躍等、急激に向上してきた。この間の、わが国生産界の動向および今後の課題について紹介する。

2．世界を見据えた競走馬生産
秋田博章（ノーザンファーム）


世界に通用する競走馬の生産。それはサラブレッドに係わる生産者すべての共通理念であろう。それを具体化するために我々は何をするべきか？今も試行錯誤が続くが、その根底には情報の収集と分析、チームワークに加え、結果を恐れない果敢な挑戦が欠かせないことは間違いない。
3．技術者たちが目指すもの・求めるもの

(1)獣医師の立場から
樋口　徹（NOSAI日高）

生産地には特有のリスク（骨折ほか放牧事故、腸捻転、分娩事故、腰痿、新生子馬の疾患、etc.）がある。臨床獣医師はこれらの治療にあたりながら、予防・調査・研究・啓蒙普及も行っている。生産地においても馬臨床獣医学の専門化・高度化が要望されている。

(2)装蹄師の立場から
武田英二（日高装蹄師会）

最近、生産地の護蹄法も様変わりしつつある。セリ市場型の購買への傾きは、馬の作りや肢勢についての概念すら変貌させ、さらには栄養との関連から蹄質や肢勢を制御することも注目されるなかで、優良な馬を提供するため、装蹄師はどのような役割やあり方を目指すべきなのか？そんな論点から生産地の現状と今後について、私見を述べてみたい。
(3)栄養管理者の立場から
服巻滋之（ハラマキファームクリニック）

強い馬づくりの条件は、栄養と運動である。最先端の栄養学にもとづく餌の改善が必要である。同時に、運動量や運動強度を保ちながら仔馬からトレーニングに入るまで一貫して育てていく必要がある。ファームコンサルタントとして生産界の現状と今後向かう方向を探る。
【総合討論】　　　　　　　　　　　　　　　　

                                                    座長：朝井　洋
（追加討論）
　日本における乗馬生産
藤田知己（全国乗馬倶楽部振興協会）

最近の顧客ニーズにより活動内容の多様化が進む乗馬界。これらの活動の良きパートナーとなるべき乗用馬にも活動ニーズにマッチした特質が求められる昨今、求めに応じて生産・育成された若馬への需要は急速な高まりを見せている。しかし、まだまだ産業といわれる域にまで達しているとはいい難い乗用馬の生産活動について問題点等を探ってみたい。

（昼　食）

◎一般講演
13:00-14:36
座長：局　博一　（東京大学）

17
馬臨床獣医師分科会設立へ向けて　-馬臨床獣医師のIdentityの確立とFrontierへの挑戦-



佐々木直樹ほか（帯広畜産大学）

18
馬術競技における馬のドーピング検査と司法手続



八木由里（八木法律事務所）

座長：長谷川晃久　（JRA 競走馬総合研究所）

19
ウマ卵巣における特異的構造の形成過程と性成熟期前の卵胞発育について
　　
阿久澤洋貴ほか（日本大学、帯広畜産大学、理化学研究所、NOSAI日高、JRA日高　

　　　　　                    育成牧場）

20　分娩後の馬における栄養管理の改善が血液性状および繁殖成績に及ぼす影響



滄木孝弘ほか（帯広畜産大学、JRA日高育成 牧場、日高軽種馬農協、NOSAI日高）
21
分娩後のサラブレッド種牝馬における繁殖効率　―交配を行った発情周期毎による受胎率評価の有用性―



舘江弘明ほか（メジロ牧場、JRA日高育成牧場）

座長：近藤誠司　（北海道大学）
22
岐阜大学における木曽馬保存に向けた凍結精液作製の試み



野村亜利ほか（岐阜大学、木曽馬保存会）

23
昼夜放牧下における早期離乳馬の食草・休息行動と移動距離



古川英明ほか（帯広畜産大学、バンダム牧場）

24
大麦給与量の違いが乾草自由採食下のサラブレッドの糞性状に及ぼす影響



飯島由子ほか（帯広畜産大学、JRA日高育成牧場）

（休　憩）

◎一般口演
14:45-15:45
座長：松尾圭二　（日本軽種馬協会）

25
馬上の信仰について



折坂金弘（元：大日本製薬、バイエルジャパン、日本全薬）

26
美術作品にみられる「理想の馬」　-西洋美術史における騎馬像の系譜（２）-



中西　麻澄（東京芸術大学・立教大学）

座長：楠瀬　良　（JRA競走馬総合研究所）

27
競走馬の出生時期が競走成績に及ぼす影響（中央競馬での最近の現状）



堀口尚史（堀口歯科医院）

28
引退競走馬の乗馬療法への活用　-本格的な乗馬療法の実践を目指して-



石井　孝弘（社会医学技術学院）　

29　競技馬術における比較動作論

　　　　大坂頴三（元国際馬術連盟審判員）

